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東
日
本
大
震
災
同
様
の

　
　特
別
立
法
措
置
を
！

神
田

　公
司 

議
員

神
田

　今
回
の
熊
本
地
震
の
特
徴
は
２
度

の
大
き
な
地
震
に
よ
る
住
宅
（
建
物
）
被

害
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
国
の
支
援
が
非

常
に
厳
し
い
状
況
だ
。
激
甚
災
害
指
定
や

災
害
救
助
法
に
よ
る
国
の
支
援
だ
け
で
は

災
害
復
旧
に
か
か
る
経
費
は
自
治
体
の
負

担
に
な
る
。
復
興
を
加
速
さ
せ
る
た
め
の

特
別
法
制
定
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
。

財
政
課
長

　総
合
セ
ン
タ
ー
ヴ
ィ
ー
ブ
ル

の
復
旧
費
を
含
め
る
と
総
額
で
35
億
か
ら

40
億
円
程
度
に
な
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
一

般
財
源
も
大
き
く
な
る
。
こ
の
災
害
関
連

に
要
す
る
市
負
担
分
は
、
財
政
調
整
基
金

か
ら
の
繰
り
入
れ
に
よ
り
対
応
し
て
い
く

の
で
、
本
市
の
財
政
運
営
に
与
え
る
影
響

は
大
き
な
も
の
に
な
る
。
現
行
の
災
害
に

対
応
す
る
国
の
財
政
支
援
で
は
対
応
し
き

れ
な
い
部
分
、
総
合
セ
ン
タ
ー
ヴ
ィ
ー
ブ

ル
の
復
旧
費
に
対
す
る
補
助
金
、
こ
れ
ら

の
財
政
支
援
を
求
め
て
国
に
対
し
要
望
活

動
を
現
在
行
っ
て
い
る
。
被
災
自
治
体
が

長
期
的
に
安
心
し
て
復
興
に
取
り
組
む
た

め
の
財
政
支
援
は
必
要
と
思
っ
て
お
り
、

東
日
本
大
震
災
同
様
の
特
別
法
制
定
に
よ

る
財
政
支
援
を
望
む
も
の
で
も
あ
る
。

神
田

　安
倍
首
相
は
熊
本
地
震
の
実
態
に

触
れ
て
、
参
議
院
選
挙
の
初
日
に
「
何
で

も
し
ま
す
」
と
発
言
し
た
。
復
旧
に
か
か

る
費
用
が
相
当
合
志
市
に
大
き
な
打
撃
を

与
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
特
別
立
法
措
置

も
含
め
市
長
の
見
解
は
。

市
長

　特
別
措
置
法
と
い
う
の
は
当
然
必

要
だ
。
し
か
し
、
私
ど
も
が
求
め
て
い
る

「
特
定
地
方
公
共
団
体
」
の
指
定
に
関
す

る
基
準
の
考
え
方
に
文
科
省
が
非
常
に
こ

だ
わ
る
理
由
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
何
が

復
旧
で
ど
こ
か
ら
予
算
が
く
る
の
か
誰
も

関
心
は
な
い
。
本
当
に
い
つ
か
ら
（
社
会

教
育
施
設
を
）
使
え
る
の
か
と
い
う
こ
と

で
、
こ
こ
は
議
会
と
早
急
に
決
断
を
す
る

時
期
が
く
る
だ

ろ
う
。
そ
こ
に

は
方
法
を
示
さ

せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

熊
本
地
震

一
部
損
壊
へ
の
支
援
拡
充
を

濱
元
幸
一
郎 

議
員

濱
元

　現
在
、
一
部
損
壊
の
判
定
を
受
け

た
世
帯
に
は
国
か
ら
の
支
援
が
何
も
な
い
。

し
か
し
実
際
に
は
、
数
十
万
円
か
ら
数
百

万
円
の
修
繕
費
用
が
か
か
っ
て
い
る
。
一

部
損
壊
で
あ
っ
て
も
被
害
は
深
刻
で
あ
る
。

合
志
市
と
し
て
、
国
に
災
害
救
助
法
の
特

別
基
準
を
設
定
さ
せ
何
ら
か
の
支
援
制
度

を
作
ら
せ
る
た
め
に
、
県
と
協
議
し
て
国

へ
働
き
か
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
　

市
長

　特
別
基
準
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

「
何
ら
か
の
措
置
を
」
と
い
う
幅
広
い
要

望
を
県
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

濱
元

　合
志
市
で
６
月
か
ら
実
施
さ
れ
て

い
る
「
災
害
復
興
商
品
券
事
業
」
に
つ
い

て
、
市
民
の
方
々
も
「
と
て
も
あ
り
が
た

い
」
と
喜
ば
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
玉
名

市
で
は
「
被
災
住
宅
等
復
旧
事
業
補
助
金
」

と
し
て
、
補
助
金
額
20
万
円
を
上
限
に
支

援
を
実
施
し
て
い
る
。
合
志
市
で
も
玉
名

市
を
参
考
に
、
上
限
を
５
万
円
か
ら
20
万

円
の
引
き
上
げ
に
検
討
で
き
な
い
か
。

市
長

　現
時
点
で
は
今
の
ま
ま
実
施
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。
災
害
等
々
が
あ
る
程

度
目
途
が
つ
き
、
そ
の
方
向
性
が
決
ま
っ

た
時
も
う
一
度
検
討
す
る
余
地
は
あ
る
と

思
う
。

濱
元

　合
志
市
で
は
小
中
学
校
の
耐
震
化

は
１
０
０
％
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
今

回
の
地
震
で
は
、
耐
震
化
を
し
た
学
校
も

大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
。
合
志
市
の

地
域
地
震
係
数
は
０
・
９
と
な
っ
て
い
る

が
、
静
岡
県
並
み
に
独
自
の
基
準
を
設
け
、

さ
ら
な
る
耐
震
化
を
進
め
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

学
校
教
育
課
長

　

今
回
の
熊
本
地
震

の
検
証
に
よ
っ
て

法
律
等
の
改
正
が

十
分
考
え
ら
れ
る
。

今
後
、
国
の
動
向

を
注
視
し
、
安
全

な
学
校
施
設
管
理

に
努
め
て
い
き
た

い
。

　

 　

小
中
学
校
の
耐
震
化
に
つ
い
て

　

 　 ◆
防
災
士
資
格
の
取
得

◆
小
中
一
貫
教
育

青
山

　隆
幸 

議
員

復
旧
復
興
費
の

　
　財
源
確
保
を
提
案

大
住

　清
昭 

議
員

防災士教本

休館が続くヴィーブル

青
山
　
私
は
自
治
会
役
員
時
代
、
東
日
本

大
震
災
の
直
後
か
ら
黒
石
団
地
で
防
災
訓

練
を
実
施
し
て
き
た
。
議
員
に
な
っ
て
か

ら
も
自
身
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
、

今
年
の
２
月
に
「
防
災
士
」
の
資
格
を
取

得
し
た
ば
か
り
だ
。
ち
ょ
う
ど
熊
本
地
震

と
タ
イ
ミ
ン
グ
が
重
な
っ
た
が
、
勉
強
し

て
初
め
て
防
災
・
減
災
の
常
識
が
足
り
な

か
っ
た
と
痛
感
す
る
。
こ
の
「
防
災
士
」

の
資
格
を
、
市
職
員
あ
る
い
は
、
地
区
の

役
員
に
も
取
得
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
が
。

総
務
課
長
　
本
市
と
し
て
も
、
人
材
の
育

成
、
マ
ン
パ
ワ
ー
の
整
備
の
重
要
性
は
痛

切
に
感
じ
て
い
る
。
職
員
の
「
防
災
士
」

の
資
格
取
得
に
つ
い
て
は
、
前
向
き
に
検

討
し
た
い
。
ま
た
地
域
住
民
ま
で
そ
の
範

囲
を
広
げ
る
こ
と
は
、
自
治
会
で
は
防
災

対
策
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
考
慮
し
な
が
ら
新
年
度
予
算
で
検

討
し
た
い
。
　

青
山
　
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
は
、
３

月
議
会
の
一
般
質
問
で
も
取
り
上
げ
た
が
、

文
部
科
学
省
か
ら
詳
細
な
実
態
調
査
が
公

表
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
そ
の
内
容
は
。

教
育
審
議
員
　
小
中
一
貫
校
で
の
乗
り
入

れ
授
業
を
実
施
し
た
結
果
、
７
割
以
上
の

学
校
で
効
果
が
あ
っ
た
。
児
童
生
徒
で
は
、

中
学
校
進
学
に
不
安
を
感
じ
る
児
童
が
減

り
、
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
が
緩
和
し
た
。
学
校

へ
の
満
足
度
が
高
ま
っ
た
。
上
級
生
が
下

級
生
の
手
本
に
な
ろ
う
と
す
る
意
識
が
高

ま
っ
た
。
逆
に
下
級
生
の
上
級
生
に
対
す

る
憧
れ
の
気
持
ち
が
強
ま
っ
た
。

　
教
職
員
で
は
、
特
別
な
支
援
を
要
す
る

児
童
生
徒
へ
の
き
め
細
か
な
指
導
が
充
実

し
た
。
指
導
方
法
の
改
善
意
欲
が
高
ま
り

教
科
指
導
力
の
向
上
に
つ
な
が
っ
た
。
教

職
員
の
負
担
が
軽
減
す
る
効
果
も
表
れ
て

い
る
。
保
護
者
・
地
域
で
は
、
保
護
者
の

学
校
へ
の
満
足
度
が
高
ま
っ
た
。
地
域
と

の
協
働
関
係
が
強
化
さ
れ
た
。

　
 　

大
住
　
合
志
市
が
現
時
点
で
把
握
し
て
い

る
被
害
総
額
は
ど
れ
だ
け
か
。
う
ち
、
市

の
事
業
費
対
象
額
は
。

総
務
課
長

　２
０
７
億
円
の
被
害
額
が
試

算
さ
れ
て
い
る
。

財
政
課
長
　
市
事
業
費
の
対
象
額
は
、
総

額
25
億
８
７
７
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

大
住
　
市
対
象
事
業
費
の
主
な
財
源
の
手

立
て
は
。

財
政
課
長
　
財
源
充
当
は
、
国
庫
支
出
金
、

起
債
、
特
別
交
付
税
、
一
般
財
源
等
を
見

込
ん
で
い
る
。

大
住
　
一
般
財
源
や
起
債
、
基
金
繰
入
な

ど
を
充
て
て
い
け
ば
市
財
政
の
健
全
化
に

ブ
レ
ー
キ
が
か
か
る
。
合
志
庁
舎
の
増
築

を
取
り
止
め
て
復
旧
復
興
費
に
予
算
組
み

替
え
を
し
て
は
い
か
が
か
。

財
政
課
長
　
１
億
円
程
度
国
か
ら
の
交
付

金
も
見
込
ま
れ
、
９
割
程
度
は
合
併
特
例

債
を
利
用
す
る
。
事
業
の
中
止
、
予
算
の

組
み
替
え
の
予
定
は
な
い
。

大
住
　
市
長
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

市
長
　
被
災
後
、
分
庁
に
よ
っ
て
職
員
の

効
率
性
、
情
報
の
伝
達
、
市
民
か
ら
の
提

案
要
望
な
ど
画
一
的
に
こ
の
方
向
で
い
こ

う
と
い
う
の
に
時
間
を
要
し
た
。
合
併
特

例
債
対
応
事
業
と
い
う
も
の
を
総
合
的
に

考
え
た
と
き
、
費
用
対
効
果
を
併
せ
て
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

大
住
　
厳
し
い
財
政
状
況
を
見
た
と
き
、

身
を
切
る
思
い
で
議
員
報
酬
を
昨
年
の
４

月
以
前
に
引
き
戻
す
気
は
な
い
か
。

総
務
課
長
　
議
員
報
酬
を
平
成
27
年
４
月

以
前
に
戻
し
て
、
減
額
分
を
復
旧
復
興
費

に
充
て
て
は
ど
う
か
と
い
う
検
討
は
し
て

い
な
い
。

大
住
　
事
務
レ
ベ
ル
で
は
検
討
し
て
い
な

い
と
の
こ
と
、
市
長
は
い
か
が
か
。

市
長
　
真
摯
な
議
論
を
議
会
内
で
や
っ
て

賛
同
を
得
て
提
案
い
た
だ
き
た
い
。

大
住
　
私
は
、

議
員
報
酬
の
月

額
報
酬
は
お
か

し
い
と
い
う
持

論
だ
。
今
回
の

質
問
は
嫌
み
に

と
ら
れ
た
と
思

う
が
、
市
民
の

意
見
を
代
弁
し

た
こ
と
だ
。
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